
令和元年度の研究（または活動）内容 

今年度は 4 回の講演会等企画を行い 3 回実施した。2020 年 3 月に予定していた 1 回は新型コロナウイ

ルス対応のため中止とした。いずれも他大学・組織との連携・共催企画として実施した。

Vol.01 JKMM建築設計事務所メンバーによる講演会 

（共催：宮城学院女子大学） 2019 年 5 月 19 日@東北工業大学一番町ロビー 

フィンランドで活躍目覚ましい建築設計事務所 JKMMメンバーである女性建築家 3 名による建築講演

会を東北工業大学一番町ロビーで開催した。県内外の学生、建築家、そのほか北欧デザインや暮ら

しに興味・関心を持つ参加者 120 名で会場は埋まった。講演のテーマは「Rethink Art & Culture（フィ

ンランドデザインと建築をとしてみる芸術と文化の再考）」。近年話題の 3 作品を通しての内容となった。

フィンランド建築を語る際に欠かすことができないアルヴァー・アアルト、そしてフィンランドの自然・気

候・歴史などの話題を絡めて、いかに文化とアートを再考する中で建築やインテリアを設計・デザイン

していくのか多くの画像とともに語られた。厳しい気候や豊かな自然の中で暮らすフィンランド人と、そ

こから湧き出る建築やデザインへの思いが伝えられた内容となった。 

Vol.02 日本フィンランド修好 100周年記念イベント「フィンランドに学ぶ豊かな暮らし」 

（共催：仙台フィンランド健康福祉センター） 2019年11月30日@仙台フォーラス8F TAGE community 

この講演会企画は、日本フィンランド修好 100 周年記念イベントとして開催された。約 80 名参加者あ

った。基調講演は、フィンランド・ヘルシンキ生まれで、テレビ番組等でも出演が多い坂根シルック氏



（九州ルーテル学院大学准教授／フィンランド語通訳翻訳家）による講演で、ご自身の経験を踏まえ

た子育て・働き方・教育・ライフスタイル等についての話があった。つづいて、研究所所長をつとめる石

井から、フィンランドの建築やデザインについて、最新の話題や事例を通しての講演があった。予定を

上回る参加者があり、立ち見を覚悟でいらっしゃった方も多数いた。フィンランドへの興味・関心の高さ

が窺われた。 

 

  

 

Vol.03 セミナー「北欧デザインとデジタルエンジニアリング」 

（共催：宮城県産業技術総合センター） 2020 年 1 月 15 日@宮城県産業技術総合センター 

研究所所長の石井敏建築学科教授からの講演「北欧流『ふつう』暮らしからよみとく環境デザイン」に

続いて、同研究所の学外研究員もつとめる日本福祉大学の坂口大史助教による講演「北欧デザイン

とデジタルエンジニアリング～フィンランドの fablab・AM（Additive Manufacturing）の先進的な取り組み

～」があった。フィンランドでのデジタル創作活動やその教育現場の実際の報告から、北欧デザインと

最新のデジタルエンジニアリングとの親和性、将来的に日本で 3D プリンターや AM を展開させていく

ための方策や課題が講演の内容だった。同分野で活躍する専門家を含めた 30 名の参加者があり、

活発な質疑も行われた。 

    




